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１ 平成２４年度事業概要及び決算－収支と償還の状況－

※数字はＨ２４年度のママ

（１）事業実施概要
・福岡高速環状線福重ジャンクション部（０．９ｋｍ）を供用し（７月）、福岡高速全線が完成した。
・安全で快適な都市高速を目指し、営業中区間（福岡高速５６．８Ｋｍ、北九州高速４９．５Ｋｍ）
の適正な維持管理、お客様サービスの向上を図り一層の利用促進に取り組んだ。

（２）損益収支の概要
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１ 平成２４年度事業概要及び決算－収支と償還の状況－

（３）平成２４事業年度：損益の概念図

２

福岡・北九州全体

うち有利子負債：5,607億円（59.5%）（対前年度▲168億円）

福岡高速道路 北九州高速道路

うち有利子負債残高：3,478億円（56.4%）（対前年度▲123億円） うち有利子負債残高：2,128億円（61.8%）（対前年度▲46億円）

（Ｈ23年度：68）

（Ｈ22年度：54）

（Ｈ23年度：216）

（Ｈ22年度：213）

※　売上には、料金収入のほか、雑収入が含まれています。

※　各項目の金額については四捨五入の処理をしているため、元本返済で端数調整しているところがあります。

360

・営業中道路の未償還残高： 6,169億円 （対前年度▲228億円） ・営業中道路の未償還残高： 3,442億円

元本返済

売上
（料金収入）

（単位：億円）

支出
（管理費など）

売上
（料金収入）

61

85
支出

（管理費など）

・営業中道路の未償還残高： 9,611億円 （対前年度▲297億円）

（対前年度▲69億円）

37

156 50

利息支払 元本返済
利息支払

「営業利益」

「営業利益」

288
108

３７３

２２７

７１

１５８

（＋３）

（＋１１）



（４）償還準備金の推移と償還状況

１ 平成２４年度事業概要及び決算－収支と償還の状況－ ３

　貸借対照表より
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償還状況（平成２４年度末）

営業中道路

８，６７３

（単位：億円）

営業中路線

の未償還額

６，１６９

営業中道路の

資産総額

資産見返

交付金

営業中道路

（償還対象額）
償還準備金 未償還残高

Ａ Ｂ Ｃ＝（Ａ－Ｂ） Ｄ Ｅ＝（Ｃ－Ｄ）

8,696 23 8,673 2,504 6,169

（単位：億円）

償還率

２８.９％

償還準備金繰入（毎年度）

償還準備金（累計）

2,504

328

償還準備金

２，５０４

※ 平成２４年度は当期の償還準備金繰入227億円 と損失補てん引当金取り崩し額101億円 （計 328億円）を償還準備金に繰り入れた。

（＋３.５％）



１ 平成２４年度事業概要及び決算－収支と償還の状況－

（４）償還準備金の推移と償還状況

４



（１）事業実施計画
・平成２４年度、福岡高速の環状化によって建設事業が完了し、平成２５年度より管理体制に移行。
・平成２５年度より、営業区間の適正な維持管理に務め、安全で快適な都市高速を目指す。
・併せて、お客様サービスの向上を図り、増収を目指す。

（２）平成２５年度収入支出予算

２ 平成２５年度事業計画及び予算

項　　　目 福岡高速 北九州高速 計 項　　　目 福岡高速 北九州高速 計

高速道路料金収入 367 155 523 維持改良費 73 25 97

駐車場料金収入 1 1 2 業務管理費 39 22 62

民間借入金 283 175 458 一般管理費 11 6 17

業務外収入 1 1 2 業務外支出 529 278 808

（内 元金償還金） (469) (241) (711)

（内 支払利息等） (60) (37) (97)

小　　　計 652 332 984 小　　　計 652 332 984

受託業務収入 5 1 6 受託業務費 5 1 6

657 333 990 657 333 990

※　端数処理の関係上、合計において合致しない場合があります。

償還準備金繰入（予定） （単位；億円）

福岡高速 北九州高速

償還準備金繰入 191 65

その他

合計

（単位：億円）

事業区分
収　　　　　　入 支　　　　　　出

管理業務

５



注）料金収入のみを計上しています
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３ 最近の交通量と収入 ６
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福岡高速ＥＴＣ利用率 北九州高速ETC利用率ETC利用率

（３）ＥＴＣ利用率の推移

１）ETC導入（福岡：平成１８年、北九州：平成２０年）以降、着実に利用率は伸びている。

２）福岡高速では、平成２３年６月に利用率８０％を突破（８０．０％）

３）北九州高速では、平成２３年１月に利用率７０％を突破（７０．７％）

H21.3.28～ H23.6.19
NEXCO上限1,000円

福岡高速
８０％突破

北九州高速
７０％突破

H18. 4.1

•ＥＴＣ全料金所導入

Ｈ18. 12.31

•回数券販売停止

Ｈ19. 12.31

•回数券利用停止

Ｈ20. 11.1

•ＥＴＣ全料金所
•導入

Ｈ21. 7.31

•回数券販売停止

Ｈ22. 7.31

•回数券利用停止

３ 最近の交通量と収入 ８



３ 最近の交通量と収入

（４）都市高速と直結する新規路線の影響

新若戸道路（若戸ﾄﾝﾈﾙ）
（平成24年9月15日開通）

・黒崎ﾊﾞｲﾊﾟｽが東田と直結したことにより、
周辺の都市高速出入口合計は
１，１００台/日※ 純増。

※供用前H23.10.1～31
供用後H24.10.1～31 を比較

黒崎ﾊﾞｲﾊﾟｽ（東田直結）
（平成24年9月30日開通）

・新若戸道路（若戸トンネル）供用では、
都市高速の交通量の変化はなかった。

東田・枝光出入口

▲１００台/日

黒崎出入口

▲２,５００台/日

＋３,７００台/日

９



Ⅱ 報 告 事 項



（参考）
都市高環状線の延長 ≒ ＪＲ山手線の延長

上部工架設状況

平成２４年度の通行台数＝170,961台／日

路線名

環状線 35 km

香椎線 8 km

太宰府線 6 km

空港線 1 km

粕屋線 7 km

計 57 km

延長

5号線福重ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ部
平成24年7月21日開通
L=0.9km

１ 福岡高速の環状化に伴う効果

（１）路線図

１０



上部工架設状況

環状線

唐津

佐賀

鳥栖

飯塚

宗像

（２）広域的な放射・環状ネットワーク化 （効果その１）

１ 福岡高速の環状化に伴う効果 １１



上部工架設状況上部工架設状況

・都市高速の全体利用台数は、７，６００台/日(＋4.5%)増加しました。
・都市圏へ流入する交通量は、３，０５０台/日(＋6%)増加しました。
・放射・環状ネットワークの完成によって、福岡都市圏と外部地域とのアクセス性が
向上しました。

太宰府IC

福岡IC

＜香椎方面＞
＋５６０台/日
環状化前：16,670台/日
環状化後：17,230台/日

＜粕屋方面＞
＋５１０台/日
環状化前：8,340台/日
環状化後：8,850台/日

＜太宰府方面＞
＋８７０台/日
環状化前：19,790台/日
環状化後：20,650台/日

＜前原方面＞
＋１，１００台/日
環状化前： 9,400台/日
環状化後：10,500台/日

＜観測の方法＞
(期間) 環状化前：H23.10/1(土)～10/31(月)

環状化後：H24.10/1(月)～10/31(水)
(方法) トラフィックカウンター値

１ 福岡高速の環状化に伴う効果

（２）広域的な放射・環状ネットワーク化 （効果その１）

【交通量の変化】

環状化前 環状化後
16.5万台 ⇒  17.2万台

＋７，６００台/日(+4.5%)

（＋１１．８％）

１２



【移動ルートと所要時間】
・外回り（１８分）
野芥口～福重経由～天神北～市役所
・内回り（２３分）
野芥口～月隈経由～千代～市役所
・一般道（３５分）
野芥口～国道263号～国道202号～市役所

※算出は道路交通センサスと実走行による。

・環状化により「外回り・内回り・一般道」の３つの移動ルートの選択が可能と
なりました。例えば、野芥口～天神間を外回りの利用すると一般道よりも１７分
短縮されました。

（３）環状化により移動ルートの選択が可能 （効果その２）

１ 福岡高速の環状化に伴う効果

野芥口

１３



・百道・野芥・堤出入口の西側断面の利用者数が増加しており、百道西側では
１．７倍（７７０台/日)、野芥西側では５．２倍（１，７００台/日)、堤西側では
１．９倍（５８０台/日）の増加となりました。
・環状線の完成で西側ルートの選択が可能となり、道路ネットワークの利便性が高まった
ものと考えられます。

太宰府IC

福岡IC

百道
天神北

堤
野芥

福重

月隈

半道橋

野多目

石丸・福重

榎田

１．７倍

０．９倍

１．９倍

＜観測の方法＞
(期間) 環状化前：H23.10/1(土)～10/31(月)

環状化後：H24.10/1(月)～10/31(水)
(方法) トラフィックカウンター値

１ 福岡高速の環状化に伴う効果

＜百道西側＞

０．９倍

＜百道東側＞

＜野芥東側＞

＜堤西側＞

５．２倍

＜野芥西側＞

０．９倍

＜堤東側＞

＋７７０台/日 ー６００台/日

＋１,７００台/日

ー４４０台/日

＋５８０台/日 ー３００台/日

（３）環状化により移動ルートの選択が可能 （効果その２）

【交通量の変化】

１４



・実験期間

・実験期間 Ｈ２４年９／１ ～ Ｈ２５年３／３１ （ ７ヶ月 ）
・時 間 帯 終 日 （０時から２４時まで）
・対 象 車 ＥＴＣ車のみ
・対象区間 ２７区間
・料 金 ２００円（大型車料金は２倍）

２ 北九州高速チョイ乗り割引の結果

（１）実験の概要

平成24年9月30日開通

4.5ヶ月 1年間 ７ヶ月

１５



大谷 山路

黒崎

金剛

篠崎北

篠崎南

若園

大手町

足立

勝山

日明

下到津

西港

富野

大里

春日

北方

紫川

小嶺

馬場山

東田・枝光

若戸トンネル
若戸大橋

１７
２８

１３
１７

１９
４１

３２
７８

１０
１８

３００
５７７

２９１
６３５

８
２０

６０４
９４１

４０
７３

黒崎⇔東田・枝光
（2.2倍）

戸畑

若戸トンネル・若戸大橋・戸畑⇔小倉駅北（1.6倍）

（２）割引区間の交通量の変化（ＥＴＣ車）

２ 北九州高速チョイ乗り割引の結果

下到津⇔小倉駅北
（2.4倍）

＜実験がなかった場合の交通量＞
平成22年9～11月の3ヶ月平均に月変動率、
年変動率、ＥＴＣ利用率の変動を考慮
＜実験中の交通量＞
平成24年9月～平成25年3月の7ケ月平均

小倉駅北

横代

長野

緑字：実験がなかった
場合の交通量

赤字：実験中の交通量

（台／日）

凡例

割引区間

割引対象出入口

黒崎⇔大谷（1.9倍）

黒崎バイパス
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・割引区間の交通量は １．８倍に増加（＋１,０９０台/日）

・割引区間では 期間中 ▲４５百万円（＝▲６．５百万円×７ヶ月）（▲２９．７％）の減収 。

・減収のうち、若戸エリアにおいては北九州市から補填。（２７．７百万円※システム改修費は除く）

・収入改善効果は認められなかった。

・なお、実験終了後の１ヶ月間（Ｈ２５．４月）の割引区間の交通量は、実験前の水準と比べ、

まだ１．３倍を維持しており、今後の動向を引き続き観測していく必要がある。

（３）実験期間中の交通量・収入

２ 北九州高速チョイ乗り割引の結果

交通量 収入 交通量 収入

＋　９０台/日 ＋　６０台/日

２．０（倍） １．７（倍）

＋　６２０台/日 ＋　１６０台/日

２．０（倍） １．３（倍）

＋　３８０台/日 ＋　１９０台/日

１．６（倍） １．３（倍）

＋　１，０９０台/日 ▲　６．５百万円/月 ＋　４１０台/日 +　６．１百万円

１．８（倍） ▲　２９．７％ １．３（倍） +　２７．６％

※　月変動率、年変動率、ＥＴＣ利用率の変動を考慮

期　間 実験全体　Ｈ２４．９～Ｈ２５．３ （参考）実験終了後　Ｈ２５．４

割引区間料金
（普通車）

２００円（７ヵ月）
５００円（１ヵ月）

単価　２/５

小倉都心部
エリア

▲　０．２百万円/月 +　０．９百万円

八幡エリア ▲　２．３百万円/月 +　２．４百万円

若戸エリア ▲　４．０百万円/月 +　２．８百万円

合　計

比較対象時期 　平成22年9～11月の3ヶ月平均 ※

１７



（１）目的 アイランドシティ線は、都市高速１号線とアイランドシティを結ぶ自動車専

用道路であり、延長２．５ｋｍを新設することにより、東部地域全体の広域的

な交通需要への対応を図ります。

２．５ｋｍ

アイランドシティ

１）名称

自動車専用道路アイランドシティ線

２）都市計画決定権者、事業予定者

① 都市計画決定権者：福岡県

② 事業予定者：福岡市、福北公社

３）計画概要

① 延 長 ： ２．５ｋｍ

② 幅 員 ： １９ｍ

③ 車線数 ： ４車線

④ 設計速度 ： ６０ｋｍ／ｈ

⑤ 道路の区分 ： 第２種第２級

（２）位置図・概要

３ アイランドシティへの自動車専用道路 １８



（３）環境アセスメントの実施

アイランドシティ線については、都市計画決定を行う福岡県と、事業予定者である福
岡市及び福北公社が協力して、都市計画の手続きと同時に、環境保全の観点からよりよ
い事業計画を作り上げていくことを目的にした環境影響評価を進めています。

方
法
書
の
作
成

方
法
書
の
公
告
・
縦
覧

住
民
等
の
意
見(

意
見
書)

市
長
の
意
見

県
知
事
の
意
見

現
地
調
査
の
実
施

準
備
書
の
作
成

準
備
書
の
公
告
・
縦
覧

説
明
会
の
開
催

住
民
等
の
意
見(
意
見
書)

市
長
の
意
見

県
知
事
の
意
見

評
価
書
の
作
成

評
価
書
の
補
正

評
価
書
の
公
告
・
縦
覧

環
境
大
臣
の
意
見

国
土
交
通
大
臣
の

意
見

①方法書

都市計画案
の公告・縦覧

都市計画
決定の告示
・縦覧

同時 同時

準備・作業

環 境 ア セ ス メ ン ト の 主 な 手 続 き

都 市 計 画 決 定 の 主 な 手 続 き

H22.3 H22.5

H22.7

H22.8

都市計画
審議会

付議

②準備書 ③評価書

（約1年間）
秋･冬･春･夏

現在はこの
段階です

H25.6.3
予定

H24.3

H24.3

H24.4 H24.5 H24.9

H24.7

H25.1 H25.6～7
予定

H25.2

３ アイランドシティへの自動車専用道路 １９



Ⅲ 課題と取り組み



制度の創設 「福岡都市高速道路の老朽化・予防保全対策に対する償還期間の延長」
(H23.12.24)

平成１９年にミネソタ州（米国）の落橋事故が発生し、日本国内でも国道橋梁部材の破断事故が

発生した。これを受けて、国内では長寿命化修繕計画策定事業が実施されるなど、インフラ設備に

対する維持管理の重要性と安全安心の確保に関心が高まってきた。

福岡高速は供用から３０年が経過し、海沿いの路線や交通量の多い路線で老朽化による損傷が増加

傾向にあるため、長期にわたり健全性を維持するために平成２４年度から平成４３年までの２０年間で

約６３０億円をかけて『老朽化・予防保全対策』に取り組むこととなった。

（１）経緯

１ 老朽化・予防保全対策の取り組み

料金認可 「老朽化・予防保全対策として約６３０億円の追加投資」（２０年間）
(H24.7.10) 「償還期間を４０年から４７年に延長」

２０



塩害による損傷 大型車交通による損傷

上部工16橋＋下部工29基 上部工60橋＋下部工131基 上部工98橋

補修･補強：塗替塗装･あて板 補修：断面修復･剥落対策 補修･補強：床版補強＋床版防水

【鋼橋腐食】 【コンクリート劣化】 【RC床版ひび割れ】

断面修復施工状況 剥落対策施工状況 床版補強：炭素繊維シート貼付け状況

点検結果で「Ａランク：機能低下があり、対策の必要がある場合」
と判定したものへの対策 総額 約２４０億円

（２）老朽化対策

１ 老朽化・予防保全対策の取り組み ２１



桁端部の改良 ｺﾝｸﾘｰﾄの表面保護工 防水層の高性能化

【ＳＴＥＰ１】
未施工区間に対し防水層を施工

損傷が集中する桁端部に対し、ブラスト
＋再塗装を実施。さらに同一足場を利用
して、伸縮装置や排水管の漏水対策、点
検用マンホールの設置

塩害や中性化が懸念される橋梁に対し
て、クラック注入や断面修復を実施した
後、表面保護工を施工

クラック注入状況

表面保護工塗布状況

5号線除く全路線886箇所

現在発見されている損傷と同様の損傷が軽微な段階で対策、
発生を抑制することができるよう実施

1号線全橋梁
上部工336橋＋下部工231基

全路線108万m2

総額 約３９０億円

ブラスト再塗装＋漏水対策 ブラスト再塗装＋点検用M/H

【ＳＴＥＰ２】

従来防水層設置区間の舗装更新時に
合わせた高機能防水化

（３）予防保全対策

１ 老朽化・予防保全対策の取り組み ２２



【環状線：榎田～月隈】
【太宰府線：月隈JCT、水城～太宰府】
老朽化対策補修工事
舗装改良工事

（４）Ｈ２５年度の実施概要

◆老朽化・予防保全対策の基本理念
１）補修エリアは沿線の方々への影響を考慮して、ランプ間単位を基本として設定
２）合理的な維持管理を実現するため、同一足場内で詳細調査と複数工種の補修工事を実施
３）点検・調査結果から損傷状況を診断し、劣化要因の改善を含めた高付加価値の対策工法を選定

【粕屋線：全線】
舗装改良工事

【香椎線：香椎～千鳥橋JCT】
【環状線：千鳥橋JCT～築港】
老朽化対策補修工事

１ 老朽化・予防保全対策の取り組み

塩害による損傷が多い区間

大型車交通による損傷が多い区間

床版防水層未施工区間

２３



①課題

・ 福岡高速に比べて古い。
・ 老朽化予防保全対策の追加投資がない。

１ 老朽化・予防保全対策の取り組み

北）大規模補修事業（老朽化対策）を実施（H15～H20）

8.1 
10.0 

22.2 

10.6 

5.9 
3.9 

10.1 

14.9 

11.4 

9.2 
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年
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～
1
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年

2
0
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2
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～
3
9
年

4
0
～
4
9
年

5
0
年
以
上

福岡高速 北九州高速

延長（km）

福）老朽化・予防保全対策→約630億円を追加投資（H24～H43）

北）老朽化・予防保全対策→現在のところ、追加投資なし

経過年数（年）

（５）北九州高速道路の維持補修の課題
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②老朽化対策の状況

高速２号線

高速３号線

高速４号線
高速５号線

高速１号線

高速４号線
大規模補修事業（H15～H20)

３４～５５年

２０～３３年

１０～１９年

４号線
大規模補修事業（H15～H20）

１～３号線 （長野～横代除く）

１号線（長野～横代）
５号線

H25.3.31現在

高速４号線

【鋼桁の塗装劣化】 【遮音壁の腐食】 【落下防止柵の腐食】

高速１～３号線の損傷事例

４号線は、大規模補修事業で「老朽化対策※」を実施した。
１～３号線は、限られた予算制約の中、第三者被害を発生させないことを念頭に対処療法で実施している。

※「老朽化対策」とは
点検結果で「Ａランク：機能低下があり、
対策の必要がある場合」と判定したもの
への対策

１ 老朽化・予防保全対策の取り組み
（５）北九州高速道路の維持補修の課題

２５



平成24年12月2日に中央自動車道の笹子トンネルにおける吊り天井板の崩落事故が発生。

これを受けて、都市高速では12月3日～14日の早朝にかけて、トンネル内の全道路付属物の一斉緊急点検を実施。

＜トンネルの形式＞

①吊り天井形式のトンネル なし

②その他のトンネル ２２本 ［ 福岡高速１本 北九州高速２１本 ］

＜点検の内容＞

③点検対象：ジェットファン、標識、照明器具、施設ラック、吸音パネル、

あて板補強箇所、漏水防止樋、トンネル躯体コンクリート

④点検方法：近接目視、打音検査、触診検査

【点検概要】

【点検結果】

付属物の落下など重大な被害に繋がる損傷 なし

写真は点検時に叩き落とした
後を撮影したものです
写真は点検時に叩き落とした
後を撮影したものです

点検状況 コンクリートの浮き・はく離
※点検時に応急処置（たたき落とし）完了

１ 老朽化・予防保全対策の取り組み
（６）都市高速の緊急トンネル点検

２６



削減目標 平成18年度→平成25年度(7年間)
<福岡高速＋北九州高速>

【事故率】 【渋滞件数】

20％削減 30％削減

※事故率：億台キロあたりの事故件数/年
渋 滞：走行速度20km/h以下で車列長0.5km

以上の状態が30分以上継続した場合

※（ ）は、下記の影響を除いたもの
H21：九州道土砂災害の影響（7/26～8/12）
H22：九州道向佐野橋大規模リフレッシュ工事の影響（9/1～11/21）

87.7
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92.0 89.5
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80.2

75.8
72.1 71.2

64.5 64.7
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【事 故 率】(事故率)

(年度)

実績値

(福岡＋北九州)
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300
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500
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H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

【渋 滞 件 数】(渋滞件数/年)

(年度)

（災害・工事を除く）

実績値

(福岡＋北九州)

（１）削減目標と実績値

２ 事故・渋滞対策の取り組み

達成状況 平成18年度→平成24年度(6年間)
<福岡高速＋北九州高速>

【事故率】 【渋滞件数】

26％削減 29％削減

福岡高速
環状化に伴い交通量
が過去最高

目 標 目 標

２７



（２）平成２４年度の事故・渋滞対策の取り組み

表示板の設置

①環状線内回り（千鳥橋JCT方面）表示板の設置【福岡高速】

路面標示に合せた
案内標識のカラー化

②環状線外回り（西九州道・天神方面）路面標示と案内標識【福岡高速】

２ 事故・渋滞対策の取り組み

【全体図】 【拡大図】

右カーブを通過した後に千代出口があり、ピーク時は出口の渋滞が本線まで達しています。
渋滞最後尾での追突事故が発生していることから、注意喚起の表示板を設置しました。

【写真】

【全体図】 【拡大図】 【写真】

西九州道へ向かう車線が右側車線、天神方面へ向かう車線が左車線となっています。
利用者感覚と道路構造が異なり、誤侵入が発生していることから路面表示と案内標識のカラー化でわかり易くしました。

２８



路面に浅い溝を切ることで、
a．雨天時の水はけを良くします。 b．タイヤのグリップ力を高めます。

③１号線（小倉駅・若戸方面）グルービング【北九州高速】

２ 事故・渋滞対策の取り組み

（２）平成２４年度の事故・渋滞対策の取り組み

グルービング

【全体図】

【拡大図】

【写真】

大手町～勝山のカーブ区間

２９



西九州道

九州縦貫自動車道

福岡IC

太宰府IC

千鳥橋JCT

月隈JCT

貝塚JCT

東浜（東）出口付近

半道橋出口付近

太宰府ＩＣ出口付近

［福岡高速の事故発生状況］ （平成２４年度）

１）形態別

49%

26%

17%

8%

追突事故

施設接触

車両接触

その他

262件

134件

92件

44件

２）追突（要因別）

53%

23%

16%

8%

本線
（渋滞時）

本線
（その他）

ランプ出口

料金所

139件

60件

43件

20件

32%

22%
19%

27%

その区間

東浜（東）
出口付近

太宰府IC
出口付近

半道橋
出口付近

44件

31件
27件

37件

３）本線渋滞追突（場所別）

４）主な渋滞スポット別追突事故の位置図

渋滞が減少すると追突事故は減少する。
『渋滞をなくすことが事故を減らす近道』

①太宰府IC料金所のＥＴＣ混在レーン増設

②交通状況改善検討委員会にて検討・改善

532件 262件

約５割が追突事故
５割以上が渋滞時に発生

②交通状況改善検討
委員会の設置

（３）平成２５年度の事故・渋滞対策の取り組み

２ 事故・渋滞対策の取り組み

０①太宰府料金所のETC
混在レーン増設

139件

３０



２ 事故・渋滞対策の取り組み

（３）平成２５年度の事故・渋滞対策の取り組み

①太宰府料金所のETC混在レーン増設

太宰府料金所：一般レーンからＥＴＣ混在レーンへの変更（H25年6月予定）

３１



福北高速は主要な骨格の整備が完了し、今後は、既存ネットワーク内で更なる利便性向上（渋滞対策、事故対策、錯誤地点改
善対策等）を図ることが主要課題となることから、交通工学に造詣が深い研究者および先進都市高速会社からの実務者を交え、
交通管理者と道路管理者がともに検討する場を設け、より高いサービスをお客様に提供することを目的として委員会を設立し
た。

◆設立趣意

委員長 千葉工業大学教授 赤羽 弘和

委員 名古屋大学教授 中村 英樹

委員 日本大学客員教授 森田 綽之

委員 首都高速道路株式会社 清野 勝

委員 福北公社 理事 箱嶋 次雄

委員 福北公社 理事 藤澤 常憲

委員 福北公社 常任調査役 上森 誠

委員 福北公社 保全施設部長 羽野 清敏

オブザーバー 福岡県警本部交通規制課長補佐 細川 道夫

オブザーバー 福岡県警高速隊太宰府分駐隊長 中山 圭三

事務局 交通工学研究会

◆委員名簿

②交通状況改善検討委員会の設置

２ 事故・渋滞対策の取り組み

（３）平成２５年度の事故・渋滞対策の取り組み

首都高速道路などの類似事例を参考とし、事故削減対策を念頭に、道路案内標識や車線運用などの道路施設の見直しによる対
策案を検討し、都市高速の交通状況の改善を図るものである。

◆主な検討内容

◆検討箇所
○事故・渋滞対策箇所
１）1号香椎線下り（箱崎～千鳥橋JCT）東浜
２）環状線外回り（築港～千鳥橋JCT）

○錯誤地点対策箇所
１）環状線（千鳥橋JCT）
２）4号線下り（紫川JCT～山路）

○平面取付部
１）呉服町出口
２）千代出口
３）半道橋出口
４）日明出口

３２



３ お客様からの意見等への対応状況

＜改善事例＞

お客様から頂いたご意見を基に、より利用しやすい都市高速を目指します。

３３

＜例１＞
香椎東入口手前を左側通行していると、
間違って都市高速に乗ってしまった。
間違わないように対策して欲しい。 路面カラー表示をお

こないました。

改善前 改善後

＜例２＞
大手町方面から紫川ジャンクションに
入って４号線方面に向かおうとした場合、
分岐後すぐに篠崎北出口分岐があり、
分かりにくい。

改善前 改善後

分岐後に備えていただけるよう、
分岐前の案内標識を見直しました。

下り下り



４ 利用促進に向けたＰＲの取り組み

大型商業施設等や地域イベントの集客力を活用した広報活動や、
都市高速を媒体としたＰＲにより、利用促進を図ります。

＜広報手段＞
◆都市高速周辺の大型ショッピングセンターにおける広報

◆各種イベントにおける広報

（わっしょい百万夏まつり等の地域ｲﾍﾞﾝﾄ、周辺施設のｲﾍﾞﾝﾄ）

◆都心部の大型街頭ビジョンでPR
（小倉駅や博多駅、天神など）

◆ヤフオクドームと連携した広報

◆北九州市政50周年事業と連携した広報

＜主な広報内容＞

◆北九州高速の活用術

◆福岡高速環状化による利便性

◆公社ホームページやブランドロゴの周知

市民向けイベント（テンジン大学「みんなでつくる
１枚の絵(H24.6.30）」）を企画し、都市高速をＰＲ

福岡タワー主催の市民向けイベント
「階段のぼり（H25.5.3）」に参加し、
職員が直接お客様へＰＲ

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾎｰｸｽ試合日程表の裏面広告

３４




